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平成27年８月会　　　　　報（1）第８号

ご
挨
拶

米
子
地
区
防
火
安
全
協
会

　
　
会
長
　
宇
野 

松
人

　

残
暑
の
候
、
会
員
の
皆
様
に
は
当
協
会
の
運
営
に
つ
き
ま

し
て
ご
理
解
と
ご
協
力
を
頂
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

ま
た
、
消
防
機
関
・
各
団
体
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

当
協
会
の
事
業
運
営
に
対
し
格
別
の
ご
指
導
、
ご
理
解
を
賜

り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

６
月
に
平
成
27
年
度
定
期
総
会
を
開
催
し
、
事
業
計
画
及

び
予
算
案
に
つ
い
て
ご
承
認
を
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
す
が
、

平
成
24
年
以
来
の
先
進
地
視
察
研
修
事
業
を
は
じ
め
、
当
協

会
と
し
て
引
き
続
き
、
地
域
の
防
火
・
防
災
思
想
拡
大
の
一

助
と
な
る
よ
う
事
業
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
啓
発
活
動
の
一
環
と
し
て
協
会
長
表
彰
を
行
い
、

危
険
物
関
係
事
業
所
の
み
な
ら
ず
、
会
員
事
業
所
全
体
に
お

け
る
継
続
的
な
保
安
体
制
の
確
立
を
願
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　

近
年
、
化
学
工
場
の
爆
発
事
故
を
は
じ
め
、
病
院
、
福
祉

施
設
、
ホ
テ
ル
等
で
の
火
災
等
で
多
数
の
死
傷
者
が
発
生
す

る
事
故
が
相
次
い
で
お
り
、
今
ま
で
以
上
に
事
業
所
の
保
安
・

防
災
体
制
が
問
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

　

当
協
会
会
員
事
業
所
に
お
い
て
は
、
大
き
な
事
故
は
発
生

し
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
法
令
の
遵
守
は
も
と
よ
り
、
常
日
頃

の
保
安
防
災
体
制
を
確
実
に
行
う
こ
と
の
重
要
性
が
増
し
て

お
り
ま
す
。

　

当
協
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
今
後
も
災
害
や
事
故
な
ど

の
発
生
を
防
止
し
、
万
が
一
発
生
し
た
場
合
の
被
害
を
最
小

限
度
に
抑
え
る
た
め
、
行
政
機
関
や
事
業
所
、
地
域
な
ど
が

連
携
し
総
合
的
な
防
災
力
の
強
化
向
上
を
図
る
た
め
の
防
火
・

防
災
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
皆
様
の
更
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

平成27年度　危険物安全週間推進標語

無事故へと  気持ち集中  はっけよい
平成27年度　全国統一防火標語

無防備な  心に火災が  かくれんぼ



第８号（2）平成27年８月 会　　　　　報

平成27年度

全国危険物安全大会

　

平
成
27
年
６
月
23
日（
火
）に
、鳥
取
県
西
部

広
域
行
政
管
理
組
合
消
防
局
に
お
い
て
、平
成

27
年
度
定
期
総
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、来
賓
と
し
て
米
子
市
長　

野
坂
康

夫
様
を
は
じ
め
、米
子
市
議
会
議
長　

渡
辺
穣

爾
様
、米
子
商
工
会
議
所
専
務
理
事　

松
本
順

次
様
、米
子
市
自
治
連
合
会
会
長　

松
本　

眞

様
、鳥
取
県
西
部
広
域
行
政
管
理
組
合
消
防
局

長　

木
山
文
也
様
ご
臨
席
の
も
と
、多
数
の
会

員
様
に
ご
出
席
い
た
だ
き
、大
場
副
会
長
の
開

会
宣
言
で
定
期
総
会
が
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
27
年
度 

定
期
総
会

　

会
員
事
業
所
か
ら
は
48
名
の
皆
様
に
ご
出
席

頂
き
、議
事
が
審
議
さ
れ
、全
議
案
に
つ
い
て

可
決
、承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
度
定
期
総
会
は
坂
口
副
会
長
の
閉

会
宣
言
で
閉
会
さ
れ
ま
し
た
。

　６月８日（月）東京都「スクワール麹町」にて、平成27年度全
国危険物安全大会が開催され、当協会から、寿製菓株式会社が
表彰されました。

★一般財団法人全国危険物安全協会理事長表彰
　優良危険物関係事業所　　寿製菓株式会社　

★
協
会
長
表
彰
★

　

定
期
総
会
に
お
い
て
会
長
表
彰
が
行
わ
れ
、

功
労
者
表
彰
・
危
険
物
優
良
事
業
所
表
彰
・
優
良

事
業
所
表
彰
・
危
険
物
優
良
取
扱
者
表
彰
の
表

彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

◎
功
労
者
表
彰

　

宇
田
川　

英
二
様

　
　
（
皆
生
温
泉
旅
館
組
合 

組
合
長
）

◎
危
険
物
優
良
事
業
所
表
彰

　

大
山
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル　

様

　

社
会
福
祉
法
人　

光
生
会　

　
　
　
　
　
　

米
子
ワ
ー
ク
ホ
ー
ム　

様

◎
優
良
事
業
所
表
彰

　

米
子
機
工　

株
式
会
社　

様

◎
危
険
物
優
良
取
扱
者
表
彰

　

亀
高　

健
一
様

　
　
（
Ｎ
Ｏ
Ｋ
株
式
会
社　

鳥
取
事
業
場
）

　

木
村　
　

亨
様

　
　
（
木
村
兼
義
商
店　

代
表
取
締
役
）



平成27年８月会　　　　　報（3）第８号

消火競技会の開催について
　来る平成27年10月15日（木）に境港市消防保安協会主催「第36回事業所対抗消火競技会」が開催されます。
この事業につきましては近年、事業計画の一つとして、当協会会員事業所の皆様にご参加頂いております。
　事業所における防火意識の高揚と初期消火技術の向上を目的として、毎年開催されているものです。
　前年度に引き続き、
１チームでも多くの会
員 事 業 所 の 皆 様 に ふ
るってご参加頂きます
ようご案内いたします。
　詳細につきましては、
別途案内いたします。

　今年度、米子地区防火安全協会事業として、平成24年度以来の先進地視察研修を計画
いたしました。
　目的は阪神淡路大震災から今年で20年がたち、この節目の年に、改めて防災に対する
見識を再確認することを目的として実施いたします。
　会員の皆様には、ふるってご参加頂きますようお願い致します。
　なお、詳細につきましては、別途案内いたします。

★先進地視察研修について★

  
平
成
27
年
６
月
12
日
（
金
）、
倉
吉
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
鳥
取
県
危
険
物
保
安
協
会
連
合
会

理
事
会
及
び
危
険
物
安
全
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

午
前
11
時
よ
り
理
事
会
が
開
催
さ
れ
、
理
事

と
し
て
当
協
会
宇
野
松
人
会
長
（
米
子
瓦
斯
株

式
会
社　

代
表
取
締
役
社
長
）、
上
田
博
久
副

会
長
（
株
式
会
社
米
子
青
果　

代
表
取
締
役
社

長
）に
ご
出
席
頂
き
ま
し
た
。

　

午
後
１
時
20
分
よ
り
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
鳥

取
県
知
事
表
彰
及
び
鳥
取
県
危
険
物
保
安
協
会

連
合
会
会
長
表
彰
を
次
の
皆
様
が
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。

★
鳥
取
県
知
事
表
彰

　

危
険
物
優
良
取
扱
者
表
彰

　
　

森
田　

聡 

様

　
　
（
日
ノ
丸
産
業
株
式
会
社　

米
子
支
店
）

★
鳥
取
県
危
険
物
保
安
協
会
連
合
会
　
会
長
表
彰

　

危
険
物
保
安
功
労
者
表
彰　

　
　

矢
倉　

和
彦 

様

　
　
（
王
子
製
紙
株
式
会
社　

米
子
工
場
）　

　

危
険
物
優
良
事
業
所
表
彰

　
　

特
定
医
療
法
人
財
団  
同
愛
会  

博
愛
病
院
様

【
理
事
会
】

【
危
険
物
安
全
大
会
（
表
彰
式
） 

】

受
賞
さ
れ
ま
し
た
皆
様
、

本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

鳥
取
県
危
険
物
保
安
協
会
連
合
会
理
事
会
及
び
危
険
物
安
全
大
会

鳥
取
県
危
険
物
保
安
協
会
連
合
会
理
事
会
及
び
危
険
物
安
全
大
会
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教養研修（防火管理の重要性について）

実務研修（煙体験）

実務研修（屋内消火栓で放水体験）

　

平
成
27
年
６
月
９
日
（
火
）、
10
日
（
水
）
に

西
部
消
防
局
に
お
い
て
新
入
社
員
防
災
研
修
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
１
日
目
80
名
・
２
日
目

88
名
で
、
合
計
１
６
８
名
の
職
員
の
皆
様
に
ご

参
加
頂
き
ま
し
た
。

　

研
修
会
は
、
例
年
同
様
防
火
管
理
の
重
要
性

に
つ
い
て
の
講
義
を
受
け
た
後
、
実
務
研
修
と

し
て
４
班
に
分
か
れ
て
避
難
器
具
の
取
扱
訓

練
、
煙
体
験
訓
練
、
屋
内
消
火
栓
及
び
訓
練
用

水
消
火
器
に
よ
る
初
期
消
火
訓
練
の
実
施
、
指

令
セ
ン
タ
ー
の
見
学
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
講
習
を
行
い

ま
し
た
。
屋
内
消
火
栓
や
水
消
火
器
の
実
務
研

修
で
は
、
実
際
に
ホ
ー
ス
や
消
火
器
を
使
っ
て

放
水
体
験
を
し
て
頂
き
、
初
期
消
火
の
必
要
性

や
防
災
・
防
火
意
識
の
高
揚
に
つ
な
が
っ
た
と

思
い
ま
す
。

【
稲
葉
　
美
華
さ
ん
】

　

６
月
９
日
の
新
入
社
員
防
災
研
修
会
で
は
、

講
義
と
実
技
の
研
修
に
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。

　

最
初
の
教
養
研
修
で
は
、
火
災
の
原
因
は
放

火
が
多
く
、
家
の
周
囲
の
「
人
目
に
つ
き
に
く

い
」、「
燃
え
や
す
い
も
の
が
放
置
さ
れ
て
い
る

（
整
理
整
頓
さ
れ
て
い
な
い
）」
な
ど
の
場
所
が

狙
わ
れ
や
す
い
こ
と
、
ま
た
、
家
の
中
で
は「
コ

ン
セ
ン
ト
に
何
か（
ホ
コ
リ
な
ど
）が
被
る
」や

「
コ
ー
ド
を
束
ね
る
」
な
ど
は
熱
を
貯
め
や
す

く
な
り
出
火
の
原
因
に
な
る
こ
と
を
学
び
ま
し

た
。
火
災
の
原
因
は
す
ぐ
身
近
に
あ
る
が
、
気

を
つ
け
れ
ば
防
ぐ
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
こ
れ

を
継
続
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
で
あ
る
と
認
識

し
ま
し
た
。

　

実
技
で
印
象
的
だ
っ
た
の
は
煙
体
験
で
す
。

建
物
内
で
自
分
の
足
元
も
は
っ
き
り
見
え
な
い

ほ
ど
暗
く
煙
が
充
満
し
て
い
る
な
か
、
非
常
口

を
目
指
し
て
進
む
体
験
は
想
像
以
上
に
恐
怖
を

感
じ
、
軽
い
パ
ニ
ッ
ク
状
態
に
な
る
ほ
ど
で
し

た
。
火
災
が
起
こ
っ
て
も
冷
静
に
対
処
で
き
る

よ
う
日
頃
か
ら
避
難
経
路
や
消
火
設
備
の
確
認

が
大
切
だ
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
認
識
し
ま
し

た
。

　

研
修
を
き
っ
か
け
に
防
災
意
識
を
高
め
、
日

ご
ろ
か
ら
考
え
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
尾
形
謙
史
郎
さ
ん
】

　

今
ま
で
に
、
あ
ま
り
実
践
的
な
防
災
訓
練
を

実務研修（訓練用消火器で放水体験）

鳥
取
大
学
医
学
部
附
属
病
院

シ
ャ
ー
プ
米
子
株
式
会
社

参
加
者
の
感
想

し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
た
め
、
今
回
の
研
修
で

の
実
技
体
験
は
と
て
も
新
鮮
で
い
い
体
験
に

な
っ
た
。
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
以
外
は
初
め
て

の
体
験
だ
っ
た
。
そ
の
中
で
一
番
印
象
に
残
っ

た
の
は
煙
が
蔓
延
し
た
部
屋
の
疑
似
体
験
で
、

壁
伝
い
に
歩
い
て
行
か
な
い
と
ど
こ
を
歩
い
て

い
る
の
か
、
何
が
あ
る
の
か
、
視
覚
に
よ
る
情

報
が
全
く
役
に
立
た
な
い
ほ
ど
の
悪
条
件
だ
と

い
う
こ
と
に
驚
い
た
。
本
物
の
煙
だ
と
黒
く
て

も
っ
と
何
も
見
え
な
い
と
聞
い
て
衝
撃
的
だ
っ

た
。

　

今
回
の
よ
う
な
研
修
を
受
け
て
い
な
い
と
、

実
際
に
火
災
が
発
生
し
た
際
に
、
と
っ
さ
に
何

を
し
た
ら
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
状
況
に
陥
っ

て
し
ま
う
と
思
う
。
た
だ
こ
の
研
修
も
、
一
度

受
け
た
だ
け
で
は
知
識
が
曖
昧
だ
っ
た
り
、
器

具
の
使
い
方
を
忘
れ
て
し
ま
っ
た
り
と
、
完
全

に
は
身
に
つ
い
て
い
な
い
と
思
う
。
身
に
つ
け

る
に
は
、
研
修
を
定
期
的
に
受
け
た
り
す
る
こ

と
が
重
要
だ
と
感
じ
た
。
今
後
は
自
分
自
身
、

新
入
社
員
防
災
研
修
会
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取り扱う時は、必要な消火準備を行い、次のことに注意して正しい取扱いをお願いします。

　今年度の新規事業として、消防法第８条に該当する防火管理者の選任が必要な事業所へ、防火管理者選任
シールを無料配布致します。是非、会員事業所の玄関・入口等の目につく場所に貼って頂き、ご活用ください。
　なお、防火管理制度の詳細につきましては、同封の「防火管理者制度の概要」をご覧ください。

防火管理者選任シールの配布について

シール貼り付けイメージ シール（縦13ｃｍ・横18ｃｍ）

実務研修（ＡＥＤ講習）

機
会
を
見
つ
け
て
積
極
的
に
参
加
し
て
い
き
た

い
。

【
清
水
　
和
紀
さ
ん
】

　

教
育
研
修
で
は
最
近
の
建
物
火
災
の
半
数
を

占
め
て
い
る
１
番
の
原
因
は
放
火
と
い
う
こ
と

に
驚
き
ま
し
た
。
放
火
な
ら
対
策
の
し
よ
う
が

な
い
の
で
す
が
、
環
境
を
整
え
る
こ
と
で
放
火

を
さ
れ
に
く
く
出
来
る
そ
う
で
す
。
し
か
し
、

オ
フ
ィ
ス
だ
け
で
見
る
と
火
災
の
１
番
の
原
因

は
電
気
器
具
火
災
で
し
た
。
電
気
器
具
火
災
と

は
延
長
コ
ー
ド
な
ど
の
コ
ー
ド
を
束
ね
て
そ
の

束
ね
た
部
分
に
熱
が
た
ま
り
発
火
、
コ
ー
ド
を

イ
ス
な
ど
で
踏
み
つ
け
て
コ
ー
ド
の
被
覆
が
破

れ
て
そ
こ
か
ら
発
火
、
コ
ン
セ
ン
ト
と
プ
ラ
グ

の
間
に
埃
が
た
ま
り
そ
の
埃
が
水
分
を
持
つ
こ

と
に
よ
り
発
火
す
る
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
火
災
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
火
災
を
ビ
デ
オ
で
視
聴
し

た
の
で
す
が
、
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
火
災
の
発
火
は

一
瞬
で
す
が
周
り
に
物
が
あ
る
と
す
ぐ
に
燃
え

移
っ
て
規
模
が
大
き
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。
電

気
器
具
火
災
を
防
ぐ
に
は
定
期
的
に
清
掃
を
す

る
、
プ
ラ
グ
の
抜
き
差
し
に
は
コ
ー
ド
を
持
つ

の
で
な
く
プ
ラ
グ
本
体
を
持
つ
、
コ
ー
ド
を
束

ね
た
り
ね
じ
っ
た
り
し
な
い
、
使
わ
な
い
も
の

は
プ
ラ
グ
を
抜
く
な
ど
の
こ
と
が
大
事
で
す
。

な
の
で
、
ま
ず
自
分
の
周
り
か
ら
例
え
ば
デ
ス

ク
周
り
を
綺
麗
に
整
理
整
頓
す
る
こ
と
か
ら
始

め
よ
う
と
思
い
ま
す
。

　

実
技
研
修
で
は
普
段
体
験
で
き
な
い
避
難
器

具
や
消
火
器
具
、
煙
体
験
な
ど
を
体
験
し
ま
し

た
。
避
難
器
具
体
験
で
は
実
際
に
３
階
か
ら
垂

直
式
救
助
袋
と
い
う
も
の
で
地
上
ま
で
降
り
ま

し
た
。
落
下
速
度
は
自
分
で
調
整
出
来
る
の
で

安
全
に
避
難
が
出
来
る
と
思
い
ま
す
。
煙
体
験

で
は
煙
の
充
満
し
た
部
屋
を
通
っ
て
非
常
口
を

目
指
す
も
の
で
し
た
。
入
口
は
ま
だ
煙
が
少
な

い
の
で
先
が
見
え
て
い
ま
し
た
が
、
奥
に
進
む

に
つ
れ
て
足
元
し
か
見
え
な
く
な
っ
て
い
き
ま

し
た
。
煙
体
験
の
煙
は
舞
台
な
ど
で
使
う
白
い

煙
で
し
た
が
、
実
際
の
火
災
現
場
で
は
煤
な
ど

が
混
ざ
っ
た
黒
い
煙
で
こ
れ
よ
り
も
さ
ら
に
見

難
く
な
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

防
災
研
修
会
で
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
学
び
体

験
す
る
こ
と
で
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
こ
こ
で
学
ん
だ
こ
と
を
生
か

し
て
業
務
に
努
め
ま
す
。

【
寺
田
　
直
子
さ
ん
】

　

火
災
は
な
に
げ
な
い
こ
と
が
原
因
で
起
こ
る

と
い
う
こ
と
を
再
認
識
し
、
火
を
出
さ
な
い
と

い
う
環
境
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
と
思

い
ま
し
た
。



第８号（6）平成27年８月 会　　　　　報

　西部消防局主催の防火管理講習会を開催いたします。（第１回、第２回は終了）
　前年度より、受講料を事前に指定口座（ゆうちょ銀行）へお振り込みいただくように手続きが変更となっておりま
す。詳細につきましては当協会ホームページでご確認の上、受講申し込みをお願い致します。

　６月７日（日）の第１回危険物取扱者試験に併せ５月18日・19日の２日間開催されました。
　２日間の日程で試験対策に特化した講習内容で開催され、当準備講習会を受講されました方の合格率が乙４は
46.2％、丙種は100.0％でした。合格されました皆様、おめでとうございました。
　次回の準備講習会は、　10月25日（日）に実施されます第２回の試験に向け９月に開催予定としています。
詳細につきましてはホームページでご確認下さい。

１　甲種防火管理新規講習（定員90名）

２　甲種防火管理再講習（定員90名）

平成27年度  防火管理講習会について

危険物取扱者試験準備講習会について

講習回数 講　　習　　日 申　込　期　間

第３回 11月17日（火）・18日（水） 10月28日～11月４日

第４回 平成28年３月10日（木）・11日（金） 平成28年２月15日～２月22日

講習回数 講　　習　　日 申　込　期　間

第１回 　12月４日（金） 11月９日～ 11月20日

事務局より
★新規会員のお知らせ★
　チロル観光様が新たに加入されました。（平成27年４月１日加入）

★会費の納入について★
　平成27年度の年会費につきましては、大変恐れ入りますが、９月11日（金）までに納入して頂き
ますようお願いいたします。
　なお、お振込やご持参等による納入が困難な場合につきましては、事務局員が集金に伺いますの
で、ご一報願います。
　米子地区防火安全協会事務局　TEL：0859−35−1970（担当：古志）
　　●メ ー ル ア ド レ ス：y-fpsa@yonago-kyoukai.sakura.ne.jp
　　●ホームページアドレス：http://www.y-fpsa.jpn.org/

講習種別講習種別
及び定員・講習回数 講　習　日 受付期間※

乙種第４類
（定員100名）

第２回 平成27年９月29日（火）・30日（水） ８月28日（金）～ 

第３回 平成28年１月14日（木）・15日（金） 12月14日（月）～

講習時間は、２日間とも午前９時～午後５時まで　（受付開始８時50分～）

丙　　種
（定員30名）

第２回 平成27年10月２日（金） ８月28日（金）～ 

講習時間は、午前９時～午後５時まで　（受付開始８時50分～）

日時及び受付期間

乙４ 合格率 丙 合格率

４６．２％ １００．０％

２３．４％

講習受講者
（全体平均）
鳥取県平均 ５２．５％

第１回平成２７年度
危険物取扱者試験
結果報告

乙４・丙種とも鳥取県平均を大きく上回る合格率
となりました。

※ 講習会前日まで受付いたします。


